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富山県の分県独
どく

立
りつ

を推
すい

進
しん

分県の建
け ん

白
ぱ く

書
し ょ

を提
て い

出
しゅつ

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

として郷
きょう

土
ど

に貢
こう

献
けん

　紋
もん

三
ざぶ

郎
ろう

は同じ考えの議
ぎ

員
いん

らを集
めて独

どく

立
りつ

運動を起こそうと考えま
した。当時は政

せい

府
ふ

に反対すると罰
ばっ

せられることが多く、意見を言う
にはかなりの覚

かく

悟
ご

が必
ひつ

要
よう

でした。
　紋三郎は1882（明治15）年、
県内の仲

なか

間
ま

たちと「越
えっ

中
ちゅう

改
かい

進
しん

党
とう

」
という政

せい

党
とう

をつくりました。大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

の「立
りっ

憲
けん

改進党」に合流し、
東京で活

かつ

躍
やく

する多くの自由民
みん

権
けん

運

　新
にい

川
かわ

郡
ぐん

入
にゅう

膳
ぜん

村
むら

（現
げん

入
にゅう

善
ぜん

町
まち

）で裕
ゆう

福
ふく

な農家の二男として生まれまし
た。富山藩

はん

主
しゅ

に学問を教えた岡
おか

田
だ

呉
ご

陽
よう

（→26ページ）の 塾
じゅく

に14歳
さい

で入門し、17歳で塾
じゅく

頭
とう

（先生の代

　ところが、なかなか政
せい

府
ふ

の役人
が会ってくれません。旅館に泊

と

ま
り込

こ

んで朝早くから役所へ行き、
面会を待つ日が続

つづ

きました。粘
ねば

り
強く機

き

会
かい

を待っていたある日、
やっと担

たん

当
とう

の大臣への面会が許
ゆる

さ
れ、ついに建

けん

白
ぱく

書
しょ

を手
て

渡
わた

すことが
できました。
　それからおよそ半年後の1883

（明治16）年５月９日、政
せい

府
ふ

は「富
山県を置

お

く。その範
はん

囲
い

は越
えっ

中
ちゅう

国
のくに

全体とし、県
けん

庁
ちょう

の位
い

置
ち

を富山とす
る」と発表しました。紋

もん

三
ざぶ

郎
ろう

たち
の念願がかなったのです。
　７月１日、正式に初代の県知事
として国

くに

重
しげ

正
まさ

文
ふみ

が赴任し富山県が
誕
たん

生
じょう

しました。紋三郎たち関
かん

係
けい

者
しゃ

はもちろん、越中国の人々は大
おお

喜
よろこ

びしました。「分県まんじゅう」
を売り出す和

わ

菓
が

子
し

店
てん

が現
あらわ

れたほど
でした。
　紋三郎は同年８月１日に富山県

けん

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

となり、議
ぎ

長
ちょう

を２回務め

ました。その後は衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

に当
とう

選
せん

し、入
にゅう

善
ぜん

銀行をつくったり、黒
部川の堤

てい

防
ぼう

工事を進めたりして郷
きょう

土
ど

の発
はっ

展
てん

に尽
つ

くしました。

・周りの人が幸せになる方
ほ う

法
ほ う

を考える
・正しいと信

し ん

じたことは、あきらめない
・困

こ ま

ったときに助けてくれる仲
な か

間
ま

をもつ

塾
じ ゅ く

で先生の代理を務
つ と

める

上京して悲
ひ

願
が ん

を訴
う っ た

える

 ＊自由民権運動【じゆうみんけんうんどう】　 明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

では、明治維
い

新
しん

で活
かつ

躍
やく

した藩
はん

出身の政
せい

治
じ

家
か

が権
けん

力
りょく

を独
どく

占
せん

していました。こうした政治に反対し、
国会の開

かい

設
せつ

や憲
けん

法
ぽう

の制
せい

定
てい

などを要求した運動が自由民
みん

権
けん

運動です。

理）を務
つと

めるほど優
ゆう

秀
しゅう

でした。紋
もん

三
ざぶ

郎
ろう

が幼
おさな

いころから心を痛
いた

めてい
たのは、黒部川などの急流がはん
らんを繰

く

り返し、人々に大きな被
ひ

害
がい

を与えていることでした。

富山県が誕
た ん

生
じ ょ う

　紋
も ん

三
ざ ぶ

郎
ろ う

と同じ時代に、北
ほ く

陸
り く

で先
さ き

駆
が

けて自由民
み ん

権
け ん

運動を起こしたの
は、射

い

水
み ず

郡
ぐ ん

棚
た な

田
だ

村
む ら

（現
げ ん

射水市）出
身の稲

い な

垣
が き

示
しめす

です。稲垣は板
い な

垣
が き

退
た い

助
す け

の考えに共
きょう

感
かん

し、1880（明治 13）
年、富山県で初

は じ

めての政
せ い

治
じ

団体を
高
た か

岡
お か

につくり、２年後には退助に
よる日本最

さ い

初
し ょ

の政
せ い

党
と う

「自由党」と
考えを同じくする「北

ほ く

立
り つ

自
じ

由
ゆ う

党
と う

」
を高岡で発足させました。示は後
に国会議員となり、普

ふ

通
つ う

選
せ ん

挙
き ょ

の実
じ つ

現
げ ん

のために運動を続
つ づ

けました。

北
ほ く

陸
り く

の自由民
み ん

権
け ん

運動の
草分け、稲

い な

垣
が き

示
しめす

越
え っ

中
ち ゅ う

の人たちの暮
く

らしを守りたい
米
よ ね

沢
ざ わ

紋
も ん

三
ざ ぶ

郎
ろ う

1857（安
あん
政
せい
４）年３月５日―1929（昭和４）年11月10 日

　越
えっ

中
ちゅう

国
のくに

（富山県）では、黒
くろ

部
べ

川
がわ

のほ
か神

じん

通
づう

川
がわ

や常
じょう

願
がん

寺
じ

川
がわ

などが、たびた
びはんらんを起こしていました。紋

もん

三
ざぶ

郎
ろう

は、洪
こう

水
ずい

を防
ふせ

ぐ工事を進めるた
めに政

せい

治
じ

家
か

になろうと決意しました。
　越中国は1876（明治９）年から、
加
か

賀
が

国
のくに

（石川県南部）、能
の

登
と

国
のくに

（石
川県北部）とともに石川県となっ
ていました。紋三郎は24歳

さい

のとき、
石川県

けん

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

になりました。
1881（明治14）年、紋三郎は県
議会で、越中の川の改

かい

修
しゅう

工事を急

越
え っ

中
ち ゅ う

の独
ど く

立
り つ

を決意
いで行う必

ひつ

要
よう

があると説
と

きまし
た。しかし、加賀と能登の議員は道
路を造

つく

る方が先だと主
しゅ

張
ちょう

します。
　実はこのときの越中の議員数は
22人で、加賀と能登の47人の半
分以下でした。議員の数が少ない
ため、越中側

がわ

の意見は取り入れら
れません。越中と加賀・能登は一
つの県としてまとまっていくには
無
む

理
り

があると紋三郎は考えまし
た。越中は石川県から独

どく

立
りつ

すべき
だとの決心を固めたのです。

1857（安政 4）..........................................0 歳
さい

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

入
にゅう

膳
ぜん

村
むら

の豪
ごう

農
のう

の家に生まれる
1874（明治７）.......................................17 歳
岡
おか

田
だ

呉
ご

陽
よう

の塾
じゅく

の塾
じゅく

頭
とう

になる
1881（明治 14）....................................24 歳
石川県議

ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

になる
1882（明治 15）....................................25 歳
越
えっ

中
ちゅう

改
かい

進
しん

党
とう

を結成
「越中分県の建

けん

白
ぱく

書
しょ

」を執
しっ

筆
ぴつ

する
1883（明治 16）....................................26 歳
富山県議会議員になる
1886（明治 19）....................................29 歳
富山県議会議員を辞

や

める
1896（明治 29）....................................39 歳
入
にゅう

善
ぜん

銀行を設
せつ

立
りつ

し、頭取になる
1903（明治 36）....................................46 歳
衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議員となり立
りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

に入
にゅう

党
とう

1910（明治 43）....................................53 歳
政
せい

界
かい

を引
いん

退
たい

1911（明治 44）....................................54 歳
入
にゅう

善
ぜん

銀行頭取を辞める
1929（昭和 4）.......................................72 歳
『霊

れい

魂
こん

不
ふ

滅
めつ

論
ろん

』の執筆中に亡
な

くなる

動＊家らと交流しました。
　そして、1882（明治15）年夏、「越
中分県の建

けん

白
ぱく

書
しょ

」という越中の独
立を求める意見書を書き上げまし
た。紋三郎は９月、建白書を政府
に提

てい

出
しゅつ

するため、入
にゅう

善
ぜん

を出発し東
京へ向かいました。紋三郎が25歳

さい

のときでした。

紋
もん

三
ざぶ

郎
ろう

が生まれた家（入善町教育委員会提供） 富山県設
せっ

置
ち

を決めた太
だ

政
じょう

官
かん

通
つう

達
たつ

書
しょ

( 富山県公文
書館蔵 )

「越
えっ

中
ちゅう

分県の建
けん

白
ぱく

書
しょ

」の写し（入善町教育委員
会提供）

富山 城
じょう

址
し

に開
かい

庁
ちょう

した富山県
けん

庁
ちょう

（富山市郷土博物館所蔵）

稲
いな

垣
がき

示
しめす

の碑
ひ

（射水市棚田）

分県のため上京した越
えっ

中
ちゅう

改
かい

進
しん

党
とう

のメンバー（中
央が紋

もん
三
ざぶ

郎
ろう

）（入善町教育委員会提供）

明治９〜16年までの越
えっ
中

ちゅう
、加

か
賀
が
、能

の
登
と

石川県


